
資料１ 外部評価（素案）④　　　（８月２３日ヒアリング実施分）

番号 事務事業名 総合判定 今後の方向性

1 地区公民館活動事業
拡大重
点化

　様々な形で地区の生涯学習の振興を支援してきたが、社会
の深化につれ家庭と子どものあり方、防犯，福祉など新たな
課題への対応が迫られている。これらに幅広く、柔軟に取り
組むために、単なる学習活動を超えた組織づくりと事業展開
が必要となってきている。　従って、本事業は西部地区で実践
されているのと同様に、各地区の「生涯学習振興会」へ移行
し、市民活動を視野に新時代に適応した事業へ拡大すべきで
ある。

2
(青少年指導支援事業)　不登校
等対策事業

現状継
続

　本事業の目的は不登校等児童の学校復帰と未然防止にあ
り、「みらい塾」を中心に関係機関との連携により不登校児童
対策は成果を上げており、活動の継続を図る。
　また、ひきこもりや不登校の要因が多様化・複合化している
ことから、未然防止に向けては、道派遣の臨床心理士の継続
配置に期待する一方、市独自の配置など体制強化に向けた
積極的な検討が必要である。

3 図書館読書サービス事業
現状継

続

　市民の知的欲求、生涯学習の場としての一定の目的を果た
しており、今後も業務委託職員の司書資格保有率の高さを維
持しながら、地域ボランティアの活動の場をさらに拡大するこ
とが望ましい。　　団地、西の里の「地区図書館」は、設備拡
大より地域の実情に合わせた個性ある学習の拠点化を目指
し、図書取り寄せシステム、巡回図書館の活用・充実などと合
わせながら、中央・地区図書館の役割分担を明確にすべきで
ある。

4 水道第５期拡張事業
現状継

続

　平成１８年度末の上水道の普及率は９９．４％で、国の平成
２２年度目標である９９％はすでにクリアし、配水池貯留量も
目標値に到達している。平成１６年度に、水道事業再評価審
議委員会において当該事業計画の規模を縮小して継続すべ
きとの答申がなされ、現在はこの答申に沿った事業の遂行中
であり、これを継続することが妥当である。

5
（生きがい福祉事業）　福祉
バス運行事業

現状継
続

　高齢者の生きがいづくりや障がい者の社会参加の促進など
福祉の向上を目的とする福祉バスの稼働率を上げるため、各
種団体の利用促進はもとより、冬期間には「ふれあい温泉事
業」等と連携をとり、多数の人々に周知することも大切であ
る。
　また、市所有の福祉バスについて、購入から１５年経過して
いることから、更新にあたっては、経済性や利便性などを十分
検討する必要がある。
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＊ヒアリングの際に委員から求められた、番号５「福祉バス運行事業」の参考資料が別紙のとおり提出された。



■　平成18年度　福祉バスの月別運行実績

月別
利 用 バ　　　　ス バス バス

日 数 一 台 内訳 二 台 内訳 三 台 内訳

(日) (日) 市バス 借上げバス (日) 市バス＋借上げ 借上げバス2台 (日) 市バス＋借上げバス2台

4月 15 15 15

5月 14 8 8 0 6 6 0 0 0

6月 20 11 11 0 9 8 1 0 0

7月 23 9 9 0 7 7 0 7 7

8月 10 9 7 2 1 1 0 0 0

9月 24 13 7 6 6 6 0 5 5

10月 23 8 5 3 10 6 4 5 5

11月 19 19 19

12月 14 14 14

1月 11 11 11

2月 12 12 12

3月 14 14 14

合計 199 143 132 11 39 34 5 17 17

＊　バス一台＝市のバスが点検、ｷｬﾝｾﾙ等で借上げバスだけの時がある。（バス２台の時同様）

※　市所有バスの福祉バス運行管理委託　　平成18年4月1日～平成19年3月31日まで　　（年契約（基本）　5,670千円）

※　福祉バスの借上げ期間　平成18年5月1日～平成18年10月31日まで　（単価契約　1日あたり（1台）　39,900円）
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